
パルシステム東京は、
組合員と論議を重ねた結果、

を選択しました。

100％再生ペットボトル水は
扱わない

保存版

増
え
続
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
。

近
年
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」問
題

も
深
刻
に
。

　

戦
後
の
経
済
成
長
期
、
く
ら
し
の
な
か
で
急
速
に
普
及
し

た
の
が
、
安
く
て
使
い
勝
手
の
よ
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
い
捨

て
容
器
。当
時
は
ほ
と
ん
ど
リ
サ
イ
ク
ル
も
さ
れ
ず
、
石
油
資

源
の
浪
費
と
ご
み
焼
却
に
よ
る
有
害
物
質
の
発
生
、
埋
め
立

て
処
分
場
の
不
足
な
ど
が
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

1
9
9
5
年
に
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」が
制
定
さ

れ
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
率
は
上
が
り
ま
し
た
が
、実
際
に
は

回
収
さ
れ
た
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
半
分
は
海
外
へ
輸
出
。国
内
で

も
繊
維
や
建
材
な
ど
へ
の
1
回
限
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
さ
れ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
資
源
循
環
が
充
分
に
行
わ
れ
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
一方
で
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
荷
量
は
こ
の
10
年
で
1・4
倍

に
増
加
。ま
た
、
近
年
深
刻
化
し
て
い
る
の
が
、
海
に
漂
う
見

え
な
い
ご
み
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」の
問
題
で
す
。紫
外

線
や
波
で
細
か
く
分
解
さ

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
有
害
化
学
物
質
を
吸

着
。そ
れ
を
食
べ
た
海
鳥

や
魚
な
ど
の
体
内
に
汚
染

物
質
が
蓄
積
さ
れ
、
生
態

系
や
人
体
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

1
0
0
％
再
生
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
に
つ
い
て

学
習
会
や
論
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
パ
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
3
R
の
観
点
か
ら
ペッ
ト
ボ
ト

ル
の
使
用
を
見
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、非
常
用
の
水
を
求
め
る
声
が
急
増
し
た
の
を
受
け
、供
給

を
検
討
。ペッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
ペッ
ト
ボ
ト
ル
へ
の
再
生
技
術
が

進
ん
で
き
た
こ
と
、
回
収
、
再
生
を
一
貫
し
て
行
え
る
独
自
の

体
制
が
整
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
東
京
を
除
く
グ
ル
ー
プ
内
生

協（
※
）で
、1
0
0
％
再
生
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の『
富
士
の
天
然
水

（
P
E
T
）』の
供
給
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
一
方
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
は
、
再
生
原
料
1
0
0
％
で
あ
っ

て
も
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
組
合
員
へ
の
充
分
な
情
報
開
示
と

徹
底
し
た
論
議
が
不
可
欠
と
考
え
ま
し
た
。そ
こ
で
、
学
習
会

を
繰
り
返
し
開
催
し
、
1
0
0
％
再
生
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
現
状
な
ど
を
共
有
。

配
送
職
員
へ
の
負
荷
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
話
し
合
い
を
重

ね
、
今
年
6
月
の
総
代
会
で
、３
Ｒ
の
う
ち
リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生

抑
制
）の
観
点
か
ら『
富
士
の
天
然
水（
P
E
T
）』を
扱
わ
な
い

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
多
様
な
意
見
が
あ
る
な
か
で
く
だ
し
た
苦
渋
の
決
断
で
す
。

引
き
続
き
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
に
代
わ
る
水
の
備
蓄
方
法
、震
災
へ

の
備
え
な
ど
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
」

�

（
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
理
事
会
）

※�

パ
ル
シ
ス
テ
ム
神
奈
川
ゆ
め
コ
ー
プ
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
、�

パ
ル
シ
ス
テ
ム
茨
城
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
山
梨
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
群
馬
、�

パ
ル
シ
ス
テ
ム
福
島
、パ
ル
シ
ス
テ
ム
静
岡
、新
潟
と
き
め
き
生
協

行政等の
回収ペットボトルのゆくえ

ボトルに再生

7％

繊維に再生
17％

輸出
48％ シートに再生

17％

その他
11％

出典：PETボトルリサイクル推進協議会  2014

一般にペットボトルは90％以上が回収さ
れているものの、半数は中国などへ輸出さ
れているのが現状です。

3 R

「3R」とは
「リデュース」「リユース」「リサイク
ル」の頭文字をとったもの。パルシ
ステムは容器包装の「3R」に取り
組んでいます。

リデュース（発生抑制）Reduce
リユース（再利用）Reuse
リサイクル（再生利用）Recycle

2017年10月1回

2017101ペット水東京_再校.indd   1 2017/08/31   18:09:39



1616

きなりコトコト

あずみ野の水（ＡＢパック）
1L×6525円（税込567円）
信州、北アルプスの常念岳の麓の安曇平から採水。その
まま飲用するほか、お茶や料理にも。
M●146103●得

mm 88円/1本
《ゴールドパック》b長野

引
き
続
き
、3
R
運
動
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

資
源
保
護
や
ボ
ト
ル
製
造
に
か
か
る
C
O
2
排
出
量

の
低
減
が
期
待
さ
れ
る
1
0
0
％
再
生
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の

技
術
。と
は
い
え
、
き
ち
ん
と
回
収
し
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
か

ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
が
循
環
し
な
い

と
、
単
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
増
や
す
結
果
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
他
生
協

の
ボ
ト
ル
回
収
状
況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

資
源
循
環
型
の

持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
。

　

1
0
0
％
再
生
ペッ
ト
ボ
ト
ル
を
取
り
扱
う
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
合
わ
せ
て
、パ
ル
シ
ス
テ
ム

東
京
は
取
り
扱
わ
な
い
道
を
選
択
。他
の
グ
ル
ー
プ
生
協

は
、
災
害
時
に
も
利
用
し
や
す
い「
水
」に
限
定
し
、
導
入

す
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
目
標
に
掲
げ
る

の
は
、
資
源
循
環
型
の
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
。パ
ル

シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
今
後
も
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
大

量
生
産
、
大
量
消
費
に
は
異
議
を
唱
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
全
体
の
低
減
を
め
ざ
し
ま
す
。

小
さ
な
積
み
重
ね
を
大
事
に
。

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
見
直
し
。

　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
ト
レ
ー
を

除
い
た
り
、で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
な
包
装
に
し
た
り
と
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の『
餃
子
に
し
よ

う
！
』は
、ト
レ
ー
を
な
く
し
袋
だ
け
の
パッ
ケ
ー
ジ
に
。か

さ
ば
ら
な
い
の
で
冷
凍
室
が
片
づ
け
や
す
い
と
好
評
で
す
。

パ
ン
な
ど
の
包
装
の
簡
素
化
や
、
納
豆
の
Ｐ
Ｂ
化
に
と
も

な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
か
ら
紙
容
器
に
変
更
す
る
な
ど
、

一
見
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

※ �総代会�は、組合員から選出された代表（総代）が参加し、
　 重要事項を決定する生協の最高意思決定機関です。

１００％再生ペットボトル水を
めぐるこれまでの経緯

2 015 年
7月	 �パルシステムグループ（連合会）で100％再生

ペットボトル水（2L×6）の開発が提起される

9月	 �パルシステム東京の理事長から連合会に意見
要望を提出

10月	パルシステム東京内で論議が始まる

連合会との間で確認されたこと
●	�樹脂再生技術により100％再生ペットボトル
水（2L×6本）に限り、環境負荷の低減を進め
るためにグループでの供給を行う

●	�取り組みの主旨は、樹脂再生技術設備をもっ
た新たな生産者と組合員のつながりで、ペッ
トボトルの課題を解消していくことである
●	�供給が開始されても、パルシステムは引き続
きペットボトルを大量生産・大量消費している
現状に異議を唱え続ける

2016年1月の供給開始は見合わせて、「地球
環境への影響」や「災害時における水の確保」、
「配送業務にかかる負荷」など総合的な観点
から組合員論議をすることに

パルシステム東京は『富士の天然水
（PET）』を扱わないことを選択しました

2 0 16 年
1月	 �パルシステムグループの

他生協で『富士の天然水
（PET）』の取り扱い開始

3月	 ●�マイクロプラスチック�
学習会

	 ●�容器包装に関する�
学習会

	 ●�連合会との�
意見交換会

	 ●�メカニカルリサイクル�
学習会

	 ●�工場見学

	 ●�他生協の動向注視

10月	 ●�理事共有会議/�
理事会で論議

	 ●�総代会議/�
委員会の意見共有と論議

	 ●�組合員からの意見募集

2 017 年
6月13日　�パルシステム東京の総代会（※）で議決

情
報
を
調
え
る
期
間

論
議
す
る
期
間

『餃子にしよう!』など
環境に配慮してトレーをなくし、袋
だけのパッケージにしています。

『こだわり酵母食パン』など
パッケージの留め具を廃止した
り、包材の使用量の削減を行っ
ています。

▽カタログにより注文
番号が異なります。ご
注意ください。商品と
注文番号は企画回ごと
に変わります。

カタログでは毎週紙パックの水を紹介します

パルシステム東京は
リデュース（発生抑制）を選びました。

Recycle
（再利用）

100％再生のペットボトルで水
を供給。空のボトルは回収し、
再びペットボトルにして再利用

プラスチックごみ全体の低減
資源循環型社会の実現

そもそも使用しないこ
とで、ペットボトルごみ
の発生を抑制

Reduce
（発生抑制）

紙パックの
水など

ペットボトル

パルシステムの他生協 パルシステム東京
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